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新年度の活動にむけ共通認識と絆を強める
めるる！る!！ 

 ５月８日、ホテルグランヴィア

和歌山 6階に於いて平成 26年度

の和歌山保護司会総会及び 4支部

合同自主研修会並びに懇親会が開

催されました。 

 総会は、野々村総務部会長の司

会で定刻に開会。定足数の確認の

あと議長には北支部の瀬村保護司

が選任されました。総会終了後の

研修会開催時間まで１時間と非常

にタイトな時間設定であったが、

議案書の事前配布と瀬村議長の手

際の良さで、全議案が無事可決承

認され予定通り終了しました。 
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4支部合同研修・講演 

演題：少年鑑別所業務の紹介 

講師：和歌山少年鑑別所長 

     仁ノ平 肇 先生 
●総会出席者：東支部４０名・西 

支部３０名・南支部２３名・北支 

部 3１名・総数 12４名。 

●懇親会参加者：東支部２７名・

西支部１９名・南支部 18名・

北支部 2１名・その他１９名・ 

計１０４名 
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合同自主研修会が終了後、場所

を移し待望の懇親会。他の公務終

了後駆けつけて頂いた大橋和歌山

市長を始め小林保護観察所長、市

更生保護女性会、行政関係部署の

多くの幹部の方々を来賓としてお

迎えし、和やか且つ盛大に開宴。 

あちこちのテーブルで話に花が

咲き、笑顔がはじけ、盃を重ね楽

しいひとときとなりました。 

和やかな懇親会 

市長を始め関係部署から 

多数のご来賓を迎えて…。 

 

 

上：市長感謝状の贈呈（東・玉井保護司） 

左：開会の挨拶をする小西会長 

平成 26年度 

和歌山市長感謝状 

おめでとうございました 
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（順不同・敬称略） 

 

ＰＭ16:00~17:00 

 

少年鑑別所の業務についてパワー

ポイントを使って分かりやすく、 

お話しいただき 

ました。 

 

右：演壇に立たれる 

仁ノ平 肇先生 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

文芸コーナー ：  
 

俳 句  森 幸子 
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和歌山保護司会の皆さま 

よろしくお願いします 

今年四月に５名の方が着任されました。 

企画調整課長 統括保護観察官 

保護観察官 
法務事務官 

保護観察官 

  

 

 

   

 



 

  

研）

１．日時：平成 26年 7月 1日 

２．場所：ＪＲ和歌山駅頭・ 

わかちか広場 

３．集合： 午前 7：20   

４．広報活動：午前 7：30 

５．メッセージ伝達式： 

  8：00～8：30（わかちか） 



 

去る３月２７日（木）和歌山市役

所４階・庁議室において、念願の地

方公共団体が「保護観察中の対象者

を雇用する」協定書調印式がとりお

こなわれました。 

これは、法務省保更９３号保護局

長通達をうけ、和歌山保護司会・保

護観察所がかねてより、機会あるご

とに①立直りを支えるのに最もな

重要なポイントが就労支援である

こと。②地方公共団体が率先して頂

ければ、協力雇用主の理解と裾野を

広げることとなる。等について市当

局に訴えてきたことが結実したも

のである。 

当日多くのマスコミ取材の中、小

西会長と大橋市長の間で調印が行

われました。市当局より大橋和歌山

市長・坂本総務公室長、保護司会側

からは小西会長と西村・奥田・乾の

３副会長、観察所より小林所長・本

多統括官・端山観察官が出席。 

これを機に、県下各市町村に広が

っていくことを望みたい。また県当

局には「公共事業等の競争入札にお

ける協力雇用主に対する優遇制度」

の採用をお願いしているところで

あります。 

 ① 

保護観察中の「少年の立直り」に 
行政も大きなチカラ。   

 

に、賃金支弁職員推薦書及び賃金

支弁職員登録書を提出し、行うも

のとする。 

（賃金支弁職員の雇用） 

第３条 甲は、乙から就労支援対象

者の推薦があったときは、当該対

象者を賃金支弁職員として雇用す

るか否かを面接等により審査し、

その結果を乙に通知する。 

（雇用期間） 

第 4条 就労支援対象者の雇用期間

は、6月を超えない期間とする。 

（勤務条件） 

第 5条 勤務時間、賃金、含むその

他勤務条件については、和歌山市

賃金支弁職員取扱要綱（平成 7年

12月 19日制定）によるものとす

る。 

※以下第６条から１２条までは割愛いたします。 

 平成 26年４月１日 
  

  

 

 

 

 

 

 ▲協定書の写真 

 

 

 

 

 

 

和歌山市（甲）と和歌山保護司会

（乙）は、保護観察に付されている

者の就労支援について、次のとおり

協定を締結する。 

（目的） 

第１条 この協定は、甲及び乙が連

携を図り、保護観察に付されてい

る者に対し、就労を支援すること

により、その再犯及び再非行の防

止並びに社会復帰の促進を図るこ

とを目的とする。 

（対象者） 

第２条 就労支援の対象者（以下「就

労支援対象者」という。）は、次

の各号のいずれにも該当する者の

うち就労支援を要するものとして

乙が推薦するものとする。 

（１） 更生保護法（平成 19年法律

第 88号）第 48条第 1号に

規定する保護観察処分少年 

（２） 身元保証人を有する者 

（３） 甲が乙に通知する事務補助

員登録募集要項または作業

員登録者募集要項に適合す

る者 

２ 前項に規定する推薦は、乙が甲 

第３条 定員は２名までとする。 

（任用期間） 

第４条 丙の任用期間は６月を越え

 

 
上：市長と保護司会側・観察所の出席者 

左：調印式に臨む市長と会長 

 

 

 制度の普及と 

継続を切に願う･･･！ 


